
＜美和ダム再開発のイメージ＞ 

美和ダム再開発の目的及び計画内容 

凡 例 

洪水調節強化 

貯水池堆砂対策 

湖内堆砂対策施設 
（施工中） 

堆砂掘削（200万m3） 
（H17完成） 

利水容量の一部振替 
（調整中） 

貯砂ダム※ 

（H17完成） 

土砂バイパス 
トンネル※ 

（H17完成） 

分派堰※ 

（H17完成） 

（１）事業の目的 
 ■ 既設美和ダムの洪水調節機能を強化し、河道の整備と併せて天竜川上流部の洪水氾濫から 
   人々の暮らしを守る。 

（２）計画の内容 
 ■ 洪水調節機能の強化 
    ① 「堆砂掘削」 
    ② 「利水容量の一部振替」 
  

■ 貯水池堆砂対策（洪水調節機能の恒久的な保全） 
    ① 「土砂バイパス施設」 
    ② 「湖内堆砂対策施設」  

美和ダム 

※:土砂バイパス施設 



■ 貯水池堆砂対策を実施することにより、美和ダムへの堆砂を抑制し、恒久的に洪水調節機能を 
  保全することができる。 
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＜土砂バイパス施設＞ 
  ・洪水とともに流入する粗い土砂を、貯砂ダムでせき止め、細かい土砂を土砂バイパストンネルで下流に排砂する。 
  
＜湖内堆砂対策施設＞ 
  ・分派堰を越えて、ダム湖に流入堆積した土砂を、非洪水期に浚渫してストックヤードに貯めておき、 
   土砂バイパス運用時にダム下流へ排砂する。 

ダム湖に流入した土砂を排除し、堆積を抑制 美和ダムの洪水調節 
機能を恒久的に保全 

することが可能 

流入土砂 

粗い土砂を排除 

貯水池堆砂対策の概要(1/3) 



貯水池堆砂対策の概要(2/3) 

③土砂バイパス呑口 ④土砂バイパス吐口 

①分派堰 

＜土砂バイパス施設（H17完成）＞ 

②貯砂ダム 

土砂バイパス 
トンネル 

①分派堰 ②貯砂ダム 
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貯水池堆砂対策の概要(3/3) 

＜湖内堆砂対策施設(施工中）＞ 

取水ゲート 

伊那市道 

美和ダム湖 

土砂バイパス 
呑口 

排砂ゲート 

土砂の流れ 

・貯砂ダム上流から取水しストックヤードへ導水する 
・ストックされた土砂を導水と一緒に土砂バイパスへ排砂 

貯砂ダム 

土砂バイパス 
呑口 分派堰 

完成イメージ 湖内堆砂対策施設による排砂の仕組み（出水時の運用） 

湖内堆砂対策施設 
（施工中） 

施工状況（H29.12） 

分派堰下流からの全景 左岸側からストックヤード内を望む 



貯水池堆砂対策の効果
■ 平成17～28年度において、のべ14回の土砂バイパス運用を行い、約55万m3の土砂をダム下流へ
バイパスするとともに、分派堰・貯砂ダムにおいて、砂利や砂など約119万m3を捕捉。
■ これらの土砂は、施設完成以前は美和ダムへ流入していたもので、事業前に比べ約174万m3の土
砂流入を防いだ。

約225万㎥

※平成17～28年度の14回の洪水の合計値

美和ダム

土砂バイパス吐口
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